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(57)【要約】
【課題】排気と給気とで熱交換を行いながら浴室内を乾
燥する一方で、熱交換を行わずに一部の空気を排出しつ
つ残部の空気を加熱しながら浴室内に循環させることも
でき、その場合に一つのファンを駆動することで対応す
ることが可能な浴室乾燥機を提供すること。
【解決手段】この浴室乾燥機１０は、循環排気ファン１
１７が吹き出した空気が、排気口１０５と循環吹出口１
０２との双方に供給され、循環吹出口１０２に供給され
る空気がヒータ１２０によって加温される温風乾燥モー
ドと、循環排気ファン１１７が吹き出した空気が、排気
口１０５と循環吹出口１０２との双方に供給され、循環
吹出口１０２に供給される空気がヒータ１２０によって
加温されると共に、給気ファン１１８を駆動することで
、排気から給気へと熱交換器１１９によって熱量を移動
させる熱回収温風乾燥モードと、を実行可能なように構
成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　浴室内の空気を吸引して浴室内を乾燥させることが可能な浴室乾燥機であって、
　浴室外から空気を取り入れるための外気口と、
　浴室内へ空気を供給するための給気口と、
　浴室内から空気を取り入れるための換気口と、
　前記換気口から取り入れた空気の少なくとも一部を浴室内へと還流させるための循環吹
出口と、
　前記換気口から取り入れた空気の少なくとも一部を浴室外へと排出するための排気口と
、
　前記換気口から空気を吸い込んで吹き出す循環排気ファンと、
　前記外気口から空気を吸い込んで吹き出す給気ファンと、
　前記循環排気ファンが吹き出した空気を、前記排気口と前記循環吹出口とに分配比率を
変えて供給する第一ダンパと、
　前記第一ダンパと前記循環吹出口との間に設けられたヒータと、
　前記循環排気ファンが吹き出す空気と前記給気ファンが吸い込む空気との間で熱交換を
行うための熱交換器と、
　前記循環排気ファン、前記給気ファン、前記第一ダンパ、前記ヒータを制御するための
制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、
　前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記排気口と前記循環吹出口との双方に供給
され、前記循環吹出口に供給される空気が前記ヒータによって加温される温風乾燥モード
と、
　前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記排気口と前記循環吹出口との双方に供給
され、前記循環吹出口に供給される空気が前記ヒータによって加温されると共に、前記給
気ファンを駆動することで、前記循環排気ファンが吹き出す空気から前記給気ファンが吸
い込む空気へと前記熱交換器によって熱量を移動させる熱回収温風乾燥モードと、を実行
可能なように構成されていることを特徴とする浴室乾燥機。
【請求項２】
　前記熱交換器は、前記第一ダンパよりも前記排気口に向かって下流側に設けられている
ことを特徴とする請求項１に記載の浴室乾燥機。
【請求項３】
　前記第一ダンパから前記循環吹出口に至る流路に、当該流路の一部を閉塞し開放するこ
とが可能な流路絞りが設けられており、
　前記制御手段は、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記循環吹出口にのみ供給
され、その供給される空気が前記ヒータによって加温される温風暖房モードを更に実行可
能なように構成され、
　前記制御手段は、前記温風乾燥モード及び前記熱回収温風乾燥モードの実行時には前記
流路の一部を閉塞し、前記温風暖房モードの実行時には前記流路を開放するように前記流
路絞りを制御することを特徴とする請求項２に記載の浴室乾燥機。
【請求項４】
　前記排気口から吹き出される空気の温度を検出する排気温度検出手段と、前記外気口か
ら吸い込まれる空気の温度を検出する外気温度検出手段とを備え、
　前記制御手段は、前記排気温度検出手段が検出した空気の温度が、前記外気温度検出手
段が検出した空気の温度を上回ると前記熱回収温風乾燥モードを実行し、下回ると前記温
風乾燥モードを実行することを特徴とする請求項１に記載の浴室乾燥機。
【請求項５】
　浴室以外の他室内へ空気を供給するための第二給気口と、
　前記給気ファンよりも前記給気口に向かって下流側に、前記給気ファンが吹き出した空
気を、前記給気口と前記第二給気口とに分配比率を変えて供給する第二ダンパと、を備え
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、
　前記制御手段は、前記給気ファンが吹き出した空気が、前記第二給気口にのみ供給され
るように前記第二ダンパを制御し、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記循環吹
出口にのみ供給される供給されるように前記第一ダンパを制御することで、前記熱交換器
によって前記循環排気ファンが吹き出す空気から前記給気ファンが吸い込む空気へと熱量
を移動させる浴室熱回収モードを実行可能なように構成されていることを特徴とする請求
項１に記載の浴室乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、浴室乾燥機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　浴室内の空気を吸引して浴室内を乾燥させることが可能な浴室乾燥機として、下記特許
文献１に記載されているような浴室乾燥機が提案されている。下記特許文献１に記載の浴
室乾燥機は、排気ファンと吸気ファンと熱交換器とを備えているものである。背景技術の
理解を容易にするため、下記特許文献１に記載の浴室乾燥機の概念的な構成図を図１１に
示す。
【０００３】
　図１１に示す浴室乾燥機８０は、本体８００に、浴室と連通する浴室側吸込口８０１と
、浴室側リターン空気吸込口８０２と、浴室側吐出口８０３と、室外と連通する室外側吸
込口８０４と、室外側吐出口８０５とを設けている。本体８００内には、浴室側吸込口８
０１より室外側吐出口８０５に至る排気通風路８０６と、室外側吸込口８０４より浴室側
吐出口８０３に至る給気通風路８０７を形成している。給気通風路８０７に、浴室側リタ
ーン空気吸込口８０２を連通させるとともに、ヒータ８０８及び給気用ファンモータ８０
９を設けている。排気通風路８０６には、排気用ファンモータ８１０を設けている。給気
通風路８０７と排気通風路８０６の交差する所には、熱交換器８１１を設けている。給気
通風路８０７の熱交換器８１１の風下側と、排気通風路８０６の熱交換器８１１の風上側
とを結ぶ連通路８１２を有し、連通路８１２の給気通風路８０７側に開閉ダンパ８１３と
、排気通風路８０６側に開閉ダンパ８１４とを設けている。
【０００４】
　図１１に示す浴室乾燥機８０は、このような構成を備えることで、次のような運転モー
ドを実行することができる。第一の運転モードは、熱回収を行いながら温風乾燥を行うモ
ードである。具体的には、給気用ファンモータ８０９と排気用ファンモータ８１０を運転
し、浴室側吸込口８０１より浴室空気が入り、排気用ファンモータ８１０を通って熱交換
器８１１を通り熱交換を行なったのち、室外側吐出口８０５より室外へ排出される。一方
室外空気は、室外側吸込口８０４より入り、熱交換器８１１を通って熱交換を行なったの
ち、浴室側リターン空気吸込口８０２より入る空気と合流して、給気用ファンモータ８０
９を通り、ヒータ８０８で暖められた上で浴室側吐出口８０３より浴室内へ給気される。
【０００５】
　第二の運転モードは、熱交換を行わずに排気又は給気を行うモードである。具体的には
、排気用ファンモータ８１０だけを運転すると、浴室側吸込口８０１より浴室空気が入り
、排気用ファンモータ８１０を通って熱交換器８１１中を通り、室外側吐出口８０５より
室外へ排出される。次にヒータ８０８を切り給気用ファンモータ８０９だけを運転すると
、室外側吸込口８０４より室外空気が入り、熱交換器８１１中を通って、浴室側リターン
空気吸込口８０２より入る空気と合流して、給気用ファンモータ８０９を通り、浴室側吐
出口８０３より浴室内へ給気される。
【０００６】
　第三の運転モードは、空気を循環させて暖房を行うモードである。具体的には、開閉ダ
ンパ８１３，８１４を開き、給気用ファンモータ８０９と排気用ファンモータ８１０を運
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転すると、浴室側吸込口８０１より浴室空気が入り、排気用ファンモータ８１０を通って
連通路８１２を介して浴室側リターン空気吸込口８０２より入る空気と合流し、給気用フ
ァンモータ８０９を通り、浴室空気はヒータ８０８で暖められた上で浴室側吐出口８０３
より浴室内へ給気される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特公平７－４４９９１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１に記載の浴室乾燥機では、熱交換を行わずに排気又は給気を行うモード
である第二の運転モードの際には排気用ファンモータ８１０又は給気用ファンモータ８０
９を選択的に駆動させる。しかしながら、熱回収を行いながら温風乾燥を行うモードであ
る第一の運転モードの際や、空気を循環させて暖房を行うモードである第三の運転モード
の際には排気用ファンモータ８１０及び給気用ファンモータ８０９を両方とも駆動させる
ものとしている。
【０００９】
　ところで、例えば排気温度よりも外気温度が高い場合等は、熱交換器において排気と給
気との間で熱交換を行えば給気温度が下がってしまい、結果として熱効率が悪くなること
も想定される。そのような場合には、熱交換を行わない温風乾燥運転を行うことが求めら
れるが、上記特許文献１における記載では熱交換を行わずに暖房を行う運転は上述した第
三の運転モードのみの対応しか記載されておらず、換気を行いながら熱交換を行わずに温
風乾燥運転を行うことができなかった。
【００１０】
　また、上記特許文献１に直接の記載はないものの、浴室内の空気の一部を循環させなが
ら加熱し、残部を排気し、排気した分の空気を浴室扉のガラリから取り入れる運転を行お
うとすれば次のような運転態様を採用することが考えられる。まず、開閉ダンパ８１３に
よって室外側吸込口８０４から空気を取り込まないようにし、給気用ファンモータ８０９
を駆動させて浴室側リターン空気吸込口８０２から空気を取り込んでヒータ８０８によっ
て加温して浴室側吐出口８０３より浴室内へと循環させる。続いて、排気用ファンモータ
８１０を駆動させて浴室側吸込口８０１から取り込んだ空気を室外側吐出口８０５から排
気する。このように、上記特許文献１に記載の浴室乾燥機において一部の空気を換気しな
がら残部の空気を加温しつつ循環させる運転を実行しようとすると、排気用ファンモータ
８１０及び給気用ファンモータ８０９を両方とも駆動させる必要があった。
【００１１】
　従って、上記特許文献１に記載の浴室乾燥機では、排気を行いながら温風を供給する運
転を行おうとすれば、必ず二つのファンを駆動する必要があり、省エネルギーの観点から
は好ましいものとはいえなかった。
【００１２】
　本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、排気と給気とで熱
交換を行いながら浴室内を乾燥することを可能にしつつ、熱交換を行わずに一部の空気を
排出しつつ残部の空気を加熱しながら浴室内に循環させることも可能であって、その場合
には一つのファンを駆動することで対応することが可能な浴室乾燥機を提供することにあ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために本発明に係る浴室乾燥機は、浴室内の空気を吸引して浴室内
を乾燥させることが可能な浴室乾燥機であって、浴室外から空気を取り入れるための外気
口と、浴室内へ空気を供給するための給気口と、浴室内から空気を取り入れるための換気
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口と、前記換気口から取り入れた空気の少なくとも一部を浴室内へと還流させるための循
環吹出口と、前記換気口から取り入れた空気の少なくとも一部を浴室外へと排出するため
の排気口と、前記換気口から空気を吸い込んで吹き出す循環排気ファンと、前記外気口か
ら空気を吸い込んで吹き出す給気ファンと、前記循環排気ファンが吹き出した空気を、前
記排気口と前記循環吹出口とに分配比率を変えて供給する第一ダンパと、前記第一ダンパ
と前記循環吹出口との間に設けられたヒータと、前記循環排気ファンが吹き出す空気と前
記給気ファンが吸い込む空気との間で熱交換を行うための熱交換器と、前記循環排気ファ
ン、前記給気ファン、前記第一ダンパ、前記ヒータを制御するための制御手段と、を備え
、前記制御手段は、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記排気口と前記循環吹出
口との双方に供給され、前記循環吹出口に供給される空気が前記ヒータによって加温され
る温風乾燥モードと、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記排気口と前記循環吹
出口との双方に供給され、前記循環吹出口に供給される空気が前記ヒータによって加温さ
れると共に、前記給気ファンを駆動することで、前記循環排気ファンが吹き出す空気から
前記給気ファンが吸い込む空気へと前記熱交換器によって熱量を移動させる熱回収温風乾
燥モードと、を実行可能なように構成されていることを特徴とする。
【００１４】
　本発明では、換気口から空気を吸い込んで吹き出す循環排気ファンを備えると共に、循
環排気ファンが吹き出した空気を、排気口と循環吹出口とに分配比率を変えて供給する第
一ダンパを備えている。また、循環排気ファンと独立して給気ファンを備え、給気ファン
を駆動させることで外気口から空気を吸い込んで給気口から浴室へと空気を吹き出すこと
ができる。
【００１５】
　従って熱交換をする運転である熱回収温風乾燥モードを実行する際には、循環排気ファ
ンを駆動し第一ダンパを所定位置に制御することで循環排気ファンが吹き出した空気が、
排気口と循環吹出口との双方に供給され、循環吹出口に供給される空気がヒータによって
加温されるように各部を制御する。それと共に、給気ファンを駆動することで、熱交換器
に排気と給気とを供給することができ、循環排気ファンが吹き出す空気から前記給気ファ
ンが吸い込む空気へと熱交換器によって熱量を移動させることができる。
【００１６】
　一方、熱交換をしない運転である温風乾燥モードを実行する際には、循環排気ファンを
駆動し第一ダンパを所定位置に制御することで循環排気ファンが吹き出した空気が、排気
口と循環吹出口との双方に供給され、循環吹出口に供給される空気がヒータによって加温
されるように各部を制御する。この温風乾燥モードの実行にあたっては、給気ファンを駆
動させることなく、浴室に設けられた浴室扉のガラリ等から空気を浴室内に補填すること
ができる。
【００１７】
　従って本発明では、熱回収温風乾燥モードの実行によって、排気と給気とで熱交換を行
いながら浴室内を乾燥することを可能にしつつ、温風乾燥モードの実行によって、熱交換
を行わずに浴室内の一部の空気を排出しつつ残部の空気を加熱しながら浴室内に循環させ
ることも可能なものとなっている。更に、温風乾燥モードの実行に際しては循環排気ファ
ンのみを駆動させ給気ファンを駆動させずに実行することが可能なので、熱交換器によっ
て熱交換を行わない暖房運転にあたって、循環排気ファン一つの駆動で対応することがで
き、省エネルギーに資することができる。
【００１８】
　また本発明に係る浴室乾燥機では、前記熱交換器が、前記第一ダンパよりも前記排気口
に向かって下流側に設けられていることも好ましい。この好ましい態様によれば、熱交換
器を第一ダンパよりも排気口に向って下流側に設けるので、熱交換器を第一ダンパよりも
上流側に設けるよりも熱回収効率を上げることができる。また、熱回収を行わない場合に
おいては、熱交換機を通さずにヒータに空気を送り込むことができるので、熱交換器の劣
化を抑制することができる。
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【００１９】
　また本発明に係る浴室乾燥機では、前記第一ダンパから前記循環吹出口に至る流路に、
当該流路の一部を閉塞し開放することが可能な流路絞りが設けられており、前記制御手段
は、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記循環吹出口にのみ供給され、その供給
される空気が前記ヒータによって加温される温風暖房モードを更に実行可能なように構成
され、前記制御手段は、前記温風乾燥モード及び前記熱回収温風乾燥モードの実行時には
前記流路の一部を閉塞し、前記温風暖房モードの実行時には前記流路を開放するように前
記流路絞りを制御することも好ましい。
【００２０】
　熱交換器を第一ダンパの下流に設ける場合、熱交換器内の流路抵抗が大きいため、排気
口と循環吹出口とに空気を分配する運転モードの場合、より流路抵抗の小さい循環吹出口
側により多くの空気が流れ、排気口側に流れる空気を確保し難くなる。そこでこの好まし
い態様では、第一ダンパから循環吹出口に至る流路にその一部を閉塞・開放可能な流路絞
りを設け、排気口と循環吹出口との双方に空気を送り込む温風乾燥モード及び熱回収温風
乾燥モードの実行時には流路の一部を閉塞することで循環吹出口側の流路抵抗を上げ、排
気口へ送り込む空気量を確保することができる。また、循環吹出口にのみ空気を供給する
温風乾燥モードの実行時には、流路を開放することで無駄な流路抵抗を除去することがで
きる。
【００２１】
　また本発明に係る浴室乾燥機では、前記排気口から吹き出される空気の温度を検出する
排気温度検出手段と、前記外気口から吸い込まれる空気の温度を検出する外気温度検出手
段とを備え、前記制御手段は、前記排気温度検出手段が検出した空気の温度が、前記外気
温度検出手段が検出した空気の温度を上回ると前記熱回収温風乾燥モードを実行し、下回
ると前記温風乾燥モードを実行することも好ましい。
【００２２】
　排気温度検出手段が検出した空気の温度が、外気温度検出手段が検出した空気の温度を
下回っていると、排気と給気との間で熱交換することは排気により給気温度が下げられる
ことになり好ましくない。そこで本発明のこの好ましい態様では、排気温度検出手段が検
出した空気の温度が、外気温度検出手段が検出した空気の温度を上回ると、熱回収を行う
熱回収温風乾燥モードを実行して効率的な熱回収運転を実行し、逆に下回ると熱回収を行
わない温風乾燥モードを実行することで非効率な熱交換を行わないようにすることができ
る。結果、熱回収を行う熱回収温風乾燥モードと熱回収を行わない温風乾燥モードとを、
熱交換の効率を考慮して自動的に切り替えて運転することができる。
【００２３】
　また本発明に係る浴室乾燥機では、浴室以外の他室内へ空気を供給するための第二給気
口と、前記給気ファンよりも前記給気口に向かって下流側に、前記給気ファンが吹き出し
た空気を、前記給気口と前記第二給気口とに分配比率を変えて供給する第二ダンパと、を
備え、前記制御手段は、前記給気ファンが吹き出した空気が、前記第二給気口にのみ供給
されるように前記第二ダンパを制御し、前記循環排気ファンが吹き出した空気が、前記循
環吹出口にのみ供給される供給されるように前記第一ダンパを制御することで、前記熱交
換器によって前記循環排気ファンが吹き出す空気から前記給気ファンが吸い込む空気へと
熱量を移動させる浴室熱回収モードを実行可能なように構成されていることも好ましい。
【００２４】
　この好ましい態様によれば、循環排気ファンが吹き出す空気から給気ファンが吸い込む
空気へと熱量を移動させ、給気ファンが吸い込んで送り出す空気を第二ダンパによって第
二給気口へと送り込むことができるので、浴室内の空気から熱を受け取った空気によって
他室の暖房を行うことができる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、排気と給気とで熱交換を行いながら浴室内を乾燥することを可能にし
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つつ、熱交換を行わずに一部の空気を排出しつつ残部の空気を加熱しながら浴室内に循環
させることも可能であって、その場合には一つのファンを駆動することで対応することが
可能な浴室乾燥機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施形態である浴室乾燥機の概略構成図である。
【図２】図１に示す浴室乾燥機の制御ブロック図である。
【図３】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、温風乾燥モードを実行する際の各部の
動作状態を示す概略構成図である。
【図４】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、熱回収温風乾燥モードを実行する際の
各部の動作状態を示す概略構成図である。
【図５】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、温風暖房モードを実行する際の各部の
動作状態を示す概略構成図である。
【図６】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、浴室熱回収モードを実行する際の各部
の動作状態を示す概略構成図である。
【図７】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、換気モードを実行する際の各部の動作
状態を示す概略構成図である。
【図８】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、熱回収換気モードを実行する際の各部
の動作状態を示す概略構成図である。
【図９】図１及び図２に示す浴室乾燥機において、涼風モードを実行する際の各部の動作
状態を示す概略構成図である。
【図１０】熱交換器を第一ダンパよりも下流側に設ける例を示す図である。
【図１１】従来の浴室乾燥機の概略構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。説明の理解を容
易にするため、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付して
、重複する説明は省略する。
【００２８】
　本発明の実施形態に係る浴室乾燥機について図１を参照しながら説明する。図１は、本
発明の実施形態である浴室乾燥機１０の概略構成を示す図である。図１に示すように浴室
乾燥機１０は、本体１００に、浴室内から空気を取り入れるための換気口１０１と、換気
口１０１から取り入れた空気の少なくとも一部を浴室内へと還流させるための循環吹出口
１０２と、浴室内に空気を供給するための給気口１０３と、浴室外（本実施形態の場合は
屋外）から空気を取り入れるための外気口１０４と、換気口１０１から取り入れた空気の
少なくとも一部を浴室外（本実施形態の場合は屋外）へ排出するための排気口１０５と、
リビングといった浴室外の他室へと空気を供給するための第二給気口１０６と、洗面所と
いった浴室外の他室から空気を取り入れるための第二換気口１０７とが設けられている。
【００２９】
　本体１００内には、浴室内の空気を循環させたり排気させたりするために換気口１０１
から空気を吸い込んで吹き出す循環排気ファン１１７と、浴室内に空気を供給するために
外気口１０４から空気を吸い込んで吹き出す給気ファン１１８とが設けられている。本体
１００内にはまた、循環排気ファン１１７が吹き出す空気と給気ファン１１８が吸い込む
空気との間で熱交換を行うための熱交換器１１９が設けられている。本体１００内にはま
た、循環排気ファン１１７が吹き出した空気を、排気口１０５と循環吹出口１０２とに分
配比率を変えて供給する第一ダンパ１２１と、給気ファン１１８が吹き出した空気を、給
気口１０３と第二給気口１０６とに分配比率を変えて供給する第二ダンパ１２３とが設け
られている。第一ダンパ１２１及び第二ダンパ１２３は、ロータリーダンパによって構成
されている。
【００３０】
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　本体１００内には、換気口１０１と循環排気ファン１１７とを繋ぐ流路１０８と、循環
排気ファン１１７と第一ダンパ１２１とを繋ぐ流路１０９と、第一ダンパ１２１と排気口
とを繋ぐ流路１１１と、第一ダンパ１２１と循環吹出口１０２とを繋ぐ流路１１０とが設
けられている。流路１０９は、循環排気ファン１１７から熱交換器１１９を経由して第一
ダンパ１２１に至るように設けられている。流路１１０には、第一ダンパ１２１側から、
流路絞り１２２、ヒータ１２０が設けられている。流路絞り１２２は、所定の運転モード
を実行する場合には流路１１０の一部を閉塞し、別の運転モードを実行する場合には流路
１１０を開放するように制御されるものである。ヒータ１２０は、流路１１０を通る空気
を加熱することが可能なように構成されている。
【００３１】
　本体１００内には、外気口１０４と給気ファン１１８とを繋ぐ流路１１２と、給気ファ
ン１１８と第二ダンパ１２３とを繋ぐ流路１１３と、第二ダンパ１２３と第二給気口１０
６とを繋ぐ流路１１４と、第二ダンパ１２３と給気口１０３とを繋ぐ流路１１５とが設け
られている。流路１１２は、外気口１０４から熱交換器１１９を経由して給気ファン１１
８に至るように設けられている。
【００３２】
　本体１００内には、第二換気口１０７と循環排気ファン１１７とを繋ぐ流路１１６が設
けられている。流路１１６には開閉ダンパである第三ダンパ１２４が設けられている。第
三ダンパ１２４によって流路１１６を塞ぐと、循環排気ファン１１７の駆動によって浴室
側の換気口１０１からのみ空気を吸い込み、第三ダンパ１２４を開くと、換気口１０１か
らの吸い込みに併せて循環排気ファン１１７の駆動によって洗面所といった他室から第二
換気口１０７を経由して空気を吸い込むことができる。
【００３３】
　本体１００の外気口１０４近傍には、外気口１０４から吸い込まれる空気の温度を検出
する外気温度センサ１２５（外気温度検出手段）が設けられている。本体１００の排気口
１０５近傍には、排気口１０５から吹き出される空気の温度を検出する排気温度センサ１
２６（排気温度検出手段）が設けられている。
【００３４】
　続いて、本実施形態の浴室乾燥機１０の制御的な構成について図２を参照しながら説明
する。図２は、浴室乾燥機１０の制御的な構成を示すブロック図である。図２に示すよう
に、制御部ＣＵ（制御手段）は、リモコンＲＰ、外気温度センサ１２５、排気温度センサ
１２６からの入力信号を受け付け、循環排気ファン１１７、給気ファン１１８、ヒータ１
２０、第一ダンパ１２１、流路絞り１２２、第二ダンパ１２３、第三ダンパ１２４に対す
る指示信号を出力するように構成されている。制御部ＣＵは、例えば、プロセッサ及びメ
モリにより構成されている。そして、リモコンＲＰの操作により浴室乾燥機１０の運転が
開始されると、予めメモリに記憶されたプログラムをプロセッサが実行し、外気温度セン
サ１２５，排気温度センサ１２６からの信号を入力し、循環排気ファン１１７，給気ファ
ン１１８，ヒータ１２０，第一ダンパ１２１，流路絞り１２２，第二ダンパ１２３，第三
ダンパ１２４に対する指示信号を出力することで、浴室乾燥機１０の制御を行う。
【００３５】
　上述したような構成の浴室乾燥機１０では、温風乾燥モード、熱回収温風乾燥モード、
温風暖房モード、浴室熱回収モード、換気モード、熱回収換気モード、涼風モードといっ
た多様な運転モードを実行することができる。引き続いて、各運転モードの詳細を説明す
る。
【００３６】
　温風乾燥モードについて説明する。温風乾燥モードは、梅雨時期や冬季等で洗濯物が外
に干せない場合に、浴室内に干した洗濯物にヒータ１２０で加熱した温風を当て、洗濯物
からの水分の蒸発を促し、そして、洗濯物から蒸発した水分を含む高温多湿の空気を外部
へ排出することにより洗濯物を乾燥させるための運転モードである。図３は、温風乾燥モ
ードを実行する際の各部の動作を示す図である。図３において、制御部ＣＵによって駆動
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制御される部分にはハッチングを施しており、その結果流れる空気は矢印で示している。
以降の説明においても同様である。温風乾燥モードは、循環排気ファン１１７が吹き出し
た空気が、排気口１０５と循環吹出口１０２との双方に供給され、循環吹出口１０２に供
給される空気がヒータ１２０によって加温されるものである。
【００３７】
　まず、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹き
出された空気の一部が循環吹出口１０２に向かい、残部が排気口１０５に向うような位置
に制御される。流路絞り１２２は、排気側の流路圧損が高く排気口１０５の流量が低減し
、循環吹出口１０２の流量が増加する場合に、流量のバランスを調整するために、流路１
１０の一部を閉塞するような位置に制御される。ヒータ１２０には通電され、流路１１０
を通って循環吹出口１０２に向う空気が加温される。
【００３８】
　図３に示す温風乾燥モードでは、循環排気ファン１１７のみを回転駆動し、給気ファン
１１８を停止しているので、省エネルギーに配慮した運転が可能となる。尚、循環排気フ
ァン１１７の回転駆動によって、換気口１０１から吸込まれる空気と、循環吹出口１０２
から浴室内に還流する空気との差分、すなわち排気口１０５から屋外へと排出される空気
に相当する量の空気が浴室の扉のガラリ等から吸込まれる。
【００３９】
　続いて、熱回収温風乾燥モードについて説明する。熱回収温風乾燥モードは、温風乾燥
モードで洗濯物を乾燥する際に外気に排出される高温多湿の排気から熱を回収するための
運転モードである。図４は、熱回収温風乾燥モードを実行する際の各部の動作を示す図で
ある。熱回収温風乾燥モードは、循環排気ファン１１７から吹き出した空気が、排気口１
０５と循環吹出口１０２との双方に供給され、循環吹出口１０２に供給される空気がヒー
タ１２０１０２によって加温されると共に、給気ファン１１８を駆動することで、循環排
気ファン１１７が吹き出す空気から給気ファン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９
によって熱量を移動させるものである。
【００４０】
　従って、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第
一ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹
き出された空気の一部が循環吹出口１０２に向かい、残部が排気口１０５に向うような位
置に制御される。流路絞り１２２は、排気側の流路圧損が高く排気口１０５の流量が低減
し、循環吹出口１０２の流量が増加する場合に、流量のバランスを調整するために、流路
１１０の一部を閉塞するような位置に制御される。ヒータ１２０には通電され、流路１１
０を通って循環吹出口１０２に向う空気が加温される。
【００４１】
　また、給気ファン１１８も回転駆動され、外気口１０４から吸込まれた空気が第二ダン
パ１２３側へと吹き出される。第二ダンパ１２３は、給気ファン１１８から吹き出された
空気の全てが給気口１０３に向うような位置に制御される。このように、循環排気ファン
１１７も給気ファン１１８も回転駆動されるので、循環排気ファン１１７が吹き出す空気
から給気ファン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９によって熱量を移動させること
ができる。図４に示す熱回収温風乾燥モードでは、循環排気ファン１１７が吹き出す空気
が持つ熱量を給気ファン１１８が吸い込む空気へと移動させるので、排出する空気が持つ
熱エネルギーを有効に活用することができる。
【００４２】
　図３を参照しながら説明した温風乾燥モードと、図４を参照しながら説明した熱回収温
風乾燥モードとは、任意に選択可能なモードとしても好ましいけれども、自動的に選択さ
れるように構成することも好ましい。具体的には、制御部ＣＵが、排気温度センサ１２６
が検出した空気の温度が、外気温度センサ１２５が検出した空気の温度を上回ると熱回収
温風乾燥モードを実行し、下回ると温風乾燥モードを実行するものである。
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【００４３】
　排気温度が外気温度を下回っていることが検知されると、排気と給気との間で熱交換す
ることは排気により給気温度が下げられることになり好ましくない。そこで、排気温度セ
ンサ１２６が検出した空気の温度が、外気温度センサ１２５が検出した空気の温度を上回
ると、熱回収を行う熱回収温風乾燥モードを実行して効率的な熱回収運転を実行し、逆に
下回ると熱回収を行わない温風乾燥モードを実行することで非効率な熱交換を行わないよ
うにしている。その結果、熱回収を行う熱回収温風乾燥モードと熱回収を行わない温風乾
燥モードとを、熱交換の効率を考慮して自動的に切り替えて運転することができる。
【００４４】
　続いて、温風暖房モードについて説明する。温風暖房モードは、冬季等の寒い日に、入
浴者の急激な温度変化によるヒートショックを和らげるために予め浴室全体を暖めておい
たり、入浴中の浴室を暖めるための運転モードである。図５は、温風暖房モードを実行す
る際の各部の動作を示す図である。温風暖房モードは、循環排気ファン１１７が吹き出し
た空気が、循環吹出口１０２にのみ供給され、その供給される空気がヒータ１２０よって
加温されるものである。
【００４５】
　まず、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹き
出された空気の全てが循環吹出口１０２に向うような位置に制御される。流路絞り１２２
は、流路１１０を開放するような位置に制御される。ヒータ１２０には通電され、流路１
１０を通って循環吹出口１０２に向う空気が加温される。
【００４６】
　図５に示す温風暖房モードでは、循環排気ファン１１７のみを回転駆動し、給気ファン
１１８を停止しているので、省エネルギーに配慮した運転が可能となる。
【００４７】
　続いて、浴室熱回収モードについて説明する。浴室熱回収モードは、冬季等に居室の換
気のために外気を導入する際に、浴室内の暖められた空気の熱を利用して導入される外気
を暖めるための運転モードである。図６は、浴室熱回収モードを実行する際の各部の動作
を示す図である。浴室熱回収モードは、循環排気ファン１１７が吹き出した空気が、循環
吹出口１０２にのみ供給され、給気ファン１１８を駆動することで、循環排気ファン１１
７が吹き出す空気から給気ファン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９によって熱量
を移動させ、給気ファン１１８が吹き出す空気はリビングといった他室へと供給されるも
のである。
【００４８】
　従って、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第
一ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹
き出された空気の全てが循環吹出口１０２に向うような位置に制御される。流路絞り１２
２は、流路１１０を解放するような位置に制御される。
【００４９】
　また、給気ファン１１８も回転駆動され、外気口１０４から吸込まれた空気が第二ダン
パ１２３側へと吹き出される。第二ダンパ１２３は、給気ファン１１８から吹き出された
空気の全てが第二給気口１０６に向うような位置に制御される。このように、循環排気フ
ァン１１７も給気ファン１１８も回転駆動されるので、循環排気ファン１１７が吹き出す
空気から給気ファン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９によって熱量を移動させる
ことができる。すなわち、浴室内の熱を利用して他室へ暖気を供給することができる。
【００５０】
　図６に示す浴室熱回収モードでは、循環排気ファン１１７が吹き出す空気が持つ熱量を
給気ファン１１８が吸い込む空気へと移動させるので、排出する空気が持つ熱エネルギー
を有効に活用することができる。
【００５１】
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　続いて、換気モードについて説明する。換気モードは、入浴後に浴室内に滞留した水蒸
気を排出させたり、浴室の天井や壁面に付着した水滴を乾燥させるために浴室内の空気を
入替えるための運転モードである。また、集合住宅では改正建築基準法で義務付けられた
２４時間換気流量を確保するための運転モードである。図７は、換気モードを実行する際
の各部の動作を示す図である。換気モードは、循環排気ファン１１７が吹き出した空気が
、排気口１０５に全て供給されるものである。
【００５２】
　まず、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。本実施形態の場合、洗面所といった他室の換気も同時
に行うので、第三ダンパ１２４が開かれて、第二換気口１０７から吸込まれた空気も第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹き
出された空気の全てが排気口１０５に向うような位置に制御される。
【００５３】
　図７に示す換気モードでは、循環排気ファン１１７のみを回転駆動し、給気ファン１１
８を停止しているので、省エネルギーに配慮した運転が可能となる。尚、循環排気ファン
１１７の回転駆動によって、換気口１０１から吸込まれる空気に相当する量の空気が浴室
の扉のガラリ等から吸込まれる。
【００５４】
　続いて、熱回収換気モードについて説明する。熱回収換気モードは、換気モードで浴室
内の空気や居室内の空気を換気する際に、外部に排出される排気から熱を回収するための
運転モードであって、特に夏季及び冬季に使用されることを想定した運転モードである。
図８は、熱回収換気モードを実行する際の各部の動作を示す図である。熱回収換気モード
は、循環排気ファン１１７が吹き出した空気が、排気口１０５にのみ供給されると共に、
給気ファン１１８を駆動することで、循環排気ファン１１７が吹き出す空気から給気ファ
ン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９によって熱量を移動させるものであり、給気
ファン１１８が吹き出す空気はリビングといった他室へと供給されるものである。
【００５５】
　まず、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。本実施形態の場合、洗面所といった他室の換気も同時
に行うので、第三ダンパ１２４が開かれて、第二換気口１０７から吸込まれた空気も第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹き
出された空気の全てが排気口１０５に向うような位置に制御される。
【００５６】
　また、給気ファン１１８も回転駆動され、外気口１０４から吸込まれた空気が第二ダン
パ１２３側へと吹き出される。第二ダンパ１２３は、給気ファン１１８から吹き出された
空気の全てが第二給気口１０６に向うような位置に制御される。このように、循環排気フ
ァン１１７も給気ファン１１８も回転駆動されるので、循環排気ファン１１７が吹き出す
空気から給気ファン１１８が吸い込む空気へと熱交換器１１９によって熱量を移動させる
ことができる。すなわち、浴室内の熱を利用して他室へ暖気を供給することができる。
【００５７】
　図８に示す熱回収換気モードでは、循環排気ファン１１７が吹き出す空気が持つ熱量を
給気ファン１１８が吸い込む空気へと移動させるので、排出する空気が持つ熱エネルギー
を有効に活用することができる。
【００５８】
　続いて、涼風モードについて説明する。涼風モードは、夏季等の入浴中に蒸し暑いと感
じた場合に、浴室内に送風すると同時に換気することで蒸し暑さを軽減するための運転モ
ードである。図９は、涼風モードを実行する際の各部の動作を示す図である。涼風モード
は、循環排気ファン１１７が吹き出した空気が、排気口１０５と循環吹出口１０２との双
方に供給されるものである。
【００５９】
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　まず、循環排気ファン１１７が回転駆動され、換気口１０１から吸込まれた空気が第一
ダンパ１２１側へと吹き出される。第一ダンパ１２１は、循環排気ファン１１７から吹き
出された空気の一部が循環吹出口１０２に向かい、残部が排気口１０５に向うような位置
に制御される。流路絞り１２２は、排気側の流路圧損が高く排気口１０５の流量が低減し
、循環吹出口１０２の流量が増加する場合に、流量のバランスを調整するために流路１１
０の一部を閉塞するような位置に制御される。
【００６０】
　図９に示す涼風モードでは、循環排気ファン１１７のみを回転駆動し、給気ファン１１
８を停止しているので、省エネルギーに配慮した運転が可能となる。尚、循環排気ファン
１１７の回転駆動によって、換気口１０１から吸込まれる空気と、循環吹出口１０２から
浴室内に還流する空気との差分、すなわち排気口１０５から屋外へと排出される空気に相
当する量の空気が浴室の扉のガラリ等から吸込まれる。
【００６１】
　上述した本実施形態では、循環排気ファン１１７と第一ダンパ１２１との間の流路１０
９に熱交換器１１９を設けているけれども、第一ダンパ１２１よりも下流側に熱交換器１
１９を設けることも好ましい。このように、第一ダンパ１２１よりも下流側に熱交換器１
１９を設ける例を図１０に示す。このように、第一ダンパ１２１と排気口１０５とを繋ぐ
流路１１１に熱交換器１１９を設けることで、浴室から排出される空気のみから熱を回収
することができるため、熱交換器１１９を第一ダンパ１２１よりも上流側に設けるよりも
熱回収効率を上げることができる。また、熱回収を行わない温風暖房モードにおいては、
熱交換器１１９を通さずにヒータ１２０に空気を送り込むことができるので、熱交換器１
１９の圧損による流体エネルギーの損失を低減するとともに、熱交換器１１９の劣化を抑
制することができる。
【符号の説明】
【００６２】
１０：浴室乾燥機
１００：本体
１０１：換気口
１０２：循環吹出口
１０３：給気口
１０４：外気口
１０５：排気口
１０６：第二給気口
１０７：第二換気口
１０８，１０９，１１０，１１１，１１２，１１３，１１４，１１５，１１６：流路
１１７：循環排気ファン
１１８：給気ファン
１１９：熱交換器
１２０：ヒータ
１２１：第一ダンパ
１２２：流路絞り
１２３：第二ダンパ
１２４：第三ダンパ
１２５：外気温度センサ
１２６：排気温度センサ
ＣＵ：制御部
ＲＰ：リモコン
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